
開催日時：平成30年6月9日(土)午前９時３０分～１２時

集合・解散場所：京成押上線「四ツ木駅」前

第９３回 文化財めぐり

本日のルート

①四ツ木駅前【集合】
↓

②荒川放水路土手
↓

③木下川薬師浄光寺
↓

④王子白髭神社
↓

⑤薬師道道標
↓

⑥木根川中央公園（共同墓地・林柔寺説明）
↓

⑦四ツ木駅前【解散】



上木下川村

上木下川に比定する地名が歴史上現れるのは、応永5年(1398)8月の『葛西御厨田
数注文』で、「上木毛河」と表記されています。葛西御厨とは葛西清重が伊勢神宮に寄進
したとされる荘園です。
また、応永33年(１４２６)の奥津(藤原)家定寄進状(浄光寺蔵)にも、「下総国葛西庄上

木毛河郷内～」という記載が見られます。このことから室町時代前期の時点で、下木下川
(現、墨田区東墨田周辺)と分村していたことがわかります。
享徳3年(１４５５)に享徳の乱が勃発して以降、葛西地域は戦乱状態となりますが、最終

的には、後北条氏の支配下に置かれ、永禄2年(1559)作成の『小田原衆所領役帳』で
は、朝倉平次郎の所領として記載されています。ただ、同史料では上下木下川の区別な
く「木毛川」と記載されています。
「木下川」という表記になるのは江戸時代初期の慶安２～３年(1649～50)頃に江戸幕

府によって作成された『武蔵田園簿』からです。ただ、同史料でも上下木下川の区別がな
いことから、室町時代末期～江戸時代初期にかけて両村は合併していたと考えられます。
なお、両村が再び分村して、上下木下川となるのは元禄期以降です。
江戸時代を通して、上木下川村は葛飾郡西葛西領本田筋に属する幕府領で、幕府代

官の支配を受けていました。また村内には浄光寺の寺領五石がありました。
明治時代に入ると、明治2年(1869)に小菅県、同４年に東京府、翌年実施された大区

小区制ではいずれも、最終的に東京府第十一大区一小区に割り当てられました。同制度
が廃止後の同11年からは東京府南葛飾郡に属します。
明治22年(1889)の市制町村制施行により、上木下川は一部を除き、下木下川村全

域・大畑村の大部分・木ノ下村の大部分・須崎村飛地・請地村飛地・寺島村飛地・善左
衛門村飛地・渋江村飛地・川端村飛地とともに大木村となります。
明治43年(1910)の水害が契機となって荒川放水路の建設が進むと流路にあたる大

木村は大正3年(1914)に廃村となり、放水路以北が本田村、以南が吾嬬村に編入されま
す。上木下川村域も3分の1程度の面積が放水路となり、残りの地域ほとんどが本田村に
編入され本田村大字上木下川となりました。(本田村は昭和3年に町制施行)
昭和7年(1932)の東京府葛飾区の誕生で、大字上木下川は、木下川が読みづらいこ

とから木根川と表記を変え、本田木根川町となります。
第二次世界大戦後の昭和３８年(1963)から実施された住居表示により、本田木根川

町の範囲は「東四つ木一～三丁目」に編成され、現在に至ります。

小 字

「塚越／王子免／大門先／綾瀬川耕地」
(新編武蔵風土記稿、江戸時代後期)

「塚越／西耕地／薬師前／綾瀬川」
(皇国地誌稿本 東京府誌、明治時代初期)
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浄 光 寺（木下川薬師）

山 号：青龍山
院 号：薬王院
寺 号：浄光寺
宗 派：天台宗
鎮座地：葛飾区東四つ木１－５－９
沿 革： 草創の由来については、嘉暦2年(1327)の『青龍山薬師仏像縁起』によると次のとお
りです。「延暦年中、伝教大師(最澄)は東国の教化のため、比叡山で薬師仏を彫刻中に、神霊の
お告げを受けました。そこで、伝教大師は東国に帰国するという僧広智に完成途中の薬師如来を
託します。僧広智が木下川の地に足を踏み入れると。１人の老翁（木下川の鎮守である白髭明神）
が現われ、その求めに応じて、嘉祥2年（849年）薬師如来を草庵に安置します。広智は老翁に、こ
の地に伽藍を建てることを約束し、ひとまず郷里に戻りました。
このころ、東国教化のために浅草寺に滞在していた慈覚大師（円仁）も老翁のお告げを受けま
す。慈覚大師が霊地のお告げを受けた浅草寺の北東を望むと、その方角より突如として瑞雲が起
こり、その中に青龍が現れるのを見たそうです。慈覚大師は木下川の地を訪れ、広智が安置した
薬師如来を祀り、貞観２年(８６0)に一寺を建立し、青龍山浄光寺と名付けました。」
天正１９年(1590)僧良寛は徳川家から薬師供養料として５石の朱印地を得ます。さらに、江戸
城紅葉山の歴代将軍霊屋の別当職を勤めたことで、江戸時代を通じて毎年将軍家の代参があっ
たほか、浅草寺の末寺筆頭を務めました。さらに、８将軍吉宗が鷹狩を再開して以来、御膳所に指
定されました。
将軍家だけでなく幕臣の信仰も篤く、勝海舟もしばしば当寺を訪れ、西南戦争で死去した西郷
隆盛の留魂碑を築いています。境内の「登美の松」(現在は2代目)は3代将軍家光の御手植え、8
代将軍吉宗の名付けと伝わり、勝海舟の揮毫の記念碑が傍らにあります。
大正８年(1919)には、荒川放水路の工事のため、本堂・観音堂・白髭神社・鐘楼・庫裏など、三
千坪に及ぶ広大な境内外の土地を引き上げ、当地に移転しました。移転に際しては「浄光寺墓地
移転記念碑」などの石碑からも当時の苦悩の一端をうかがうことができます。



浄光寺所蔵、葛飾区指定・登録文化財一覧

種別 名称

区指定有形文化財 絹本着色東照大権現(徳川家康)像1幅附木造黒漆塗内箱及び外箱2口

区指定有形文化財 紙本墨画豊臣秀吉徳川家康甲冑像 2幅1対

区指定有形文化財 木造如来形立像1躯

区指定有形文化財 木造金剛界大日如来坐像1躯

区指定有形文化財 木造千手観世音菩薩立像1躯

区指定有形文化財 木造釈迦如来及両脇侍坐像 3躯

区指定有形文化財 木造慈慧大師坐像 1躯

区指定有形文化財 葵紋入御簾 1張

区指定有形文化財 藤原家定薬師堂別当職并寺領等寄進状 1通

区指定有形文化財 青龍山薬師仏像縁記

区指定有形文化財 徳川家康書状 1通

区指定有形文化財 徳川家光・三世御ちキリ 1通

区指定有形文化財 浄光寺近世文書36点

区指定有形文化財
加藤ひな子の碑 1基附山田顕義風折烏帽子の碑 1基
空斎山田伯造墨碑建設者名簿の碑1基

区指定有形文化財 木造金剛力士立像 2躯

区指定有形文化財 木造山号扁額 1面

区登録有形文化財 櫃(非常持ち出し用)

区登録有形民俗文化財 浄光寺のみくじ道具

『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』展示図録から転載



葛西領に現存する最古の中世文書を所有する浄光寺は、徳川2代将軍秀忠が江戸城内紅葉山に造営した
御霊屋の別当職に任命されたため、将軍家と深いつながりを持ち、「木下川の薬師さま」として篤い信仰を集め
ました。
8代将軍吉宗の時代に鷹狩が復活すると、鷹狩の際に将軍が休憩や食事をする御膳所に定められました。
鷹狩好きであった吉宗は年に10～20回鷹狩に赴き、享保5年（１７２０）には葛西方面へ6回訪れ、浄光寺にも立
ち寄っています。同寺には、将軍が訪れた際の記録である『御成記』が残されています。現存するのは文政4
年・天保2年（家斉）、弘化4年・嘉永5年（家慶）、嘉永5年（家定）の時の記録です。
さらに江戸時代の地誌や紀行文にも数多く登場する同寺は、杜若の名所でもあり、江戸近郊の行楽地として
多くの参詣客がありました。

浄光寺と将軍家

『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』展示図録を一部改変し転載



浄光寺と幕末志士

『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』展示図録を一部改変し転載



碑文翻刻文は『木根川の歴史３ わが町の歴史と文化－木根川・渋江・四つ木界隈-』より転載

勝海舟建立 西郷南洲（隆盛）留魂碑 （拓本）

左：表面 南洲詩文「獄中有感」
右：裏面 勝海舟追慕漢詩



『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』展示図録を一部改変し転載



薬師道道標 （東四つ木1-8-7）木根川小学校正門そば）

王子神社（王子白髭神社）

社 号：王子神社（王子白髭神社）
祭 神：貞辰親王尊・猿田彦命
鎮座地：葛飾区東四つ木１－１２－２６
沿 革： 『東京府志科』上木下川
村の条に、「王子神社 社地三十六
坪」とのみあります。社伝によれば、清
和天皇の第七皇子貞辰親王（さだと
きしんのう）が東国遊行の途次、元慶
元年(938)この地で亡くなりました。
偶然、浄光寺に滞在していた比叡
山慈覚大師が良本阿闍梨に命じて、
親王の遺骸を葬り、王子権現として慰霊を行ったのが始まりとなっています。以後、浄光寺がその
古塚を管理していました。
浄光寺の鎮座地が荒川放水路の敷地となり、大正８年(１９１９)に浄光寺とともに現在地に移転、
その際に上下木下川の鎮守で東墨田に移転した白髭神社（元は浄光寺境内にあり）を分祀しま
した。正式には王子神社ですが、地元では「王子白髭神社」と呼ばれています



浄光寺移転に伴う共同墓地記念碑（葛飾区東四つ木1-23）

上：碑文（表面）
左：碑文（裏面）

大きさ（本体概測）
最大高：131㎝
最大幅：82 ㎝
最大厚：20㎝

林 柔 寺
山 号：楊柳山
宗 派：眞宗高田派
鎮座地：葛飾区東四つ木１－２３－１２
沿 革：寛永７年(1630)に僧善長が日本橋馬喰町に創立したのが始まりです。当初は唯念寺の
塔中で林昌軒と称しました。明暦３年(1657)の大火で焼失し、本寺とともに下谷稲荷町に移ります。
その後、寺名を林柔寺と改めますが、大正12年(１９２３)の関東大震災で罹災し、昭和３年(１９２８)1
月に、現在地に移転しました。
かつては、本堂に「従一位月光院殿理誉清玉智天」と記した位牌が安置されていました。月光
院とは加賀出身の、後藤二郎左衛門の娘輝子です。父二郎左衛門は出家して僧侶となり、同寺に
滞在している際に輝子を儲けます。
輝子は６代将軍家宣の側室となって阿喜与(おきよ)と称し、後の七代将軍家継を生みました。二
郎左衛門は輝子の勧めで還俗すると、勝田玄哲と名乗り、三千石の禄を受けました。正徳2年
(1712)将軍家継が８歳で没すると、輝子は出家して月光院と号します。その後、宝暦2年(1752)
に没し、芝増上寺へ葬られました。



＜主要参考文献一覧＞

・葛飾区教育委員会『葛飾区寺院調査報告 下』昭和55年

・葛飾区教育委員会『葛飾区神社調査報告』昭和56年

・葛飾区教育委員会『葛飾区金石文(記念碑 梵鐘等)調査報告』昭和62年

・葛飾区『増補 葛飾区史』昭和60年

・葛飾区教育委員会『葛飾の文化財』平成8年

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしかの地名と歴史』平成15年

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしか風土記 文化財からのメッセージ』平成23年

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしかの文化財散策地図』平成23年

・葛飾区郷土と天文の博物館
『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』平成28年

・町の文化と歴史をひもとく会
『木根川の歴史２ ～時の流れを超えて想う町の歴史～』平成22年

・町の文化と歴史をひもとく会
『木根川の歴史３ －木根川・渋江・四つ木界隈－』平成25年

・町の文化と歴史をひもとく会
『木根川の歴史４ －木根川・渋江・四つ木・立石界隈－』平成27年

・町の文化と歴史をひもとく会
『木根川の歴史５ 木根川・渋江・四つ木 街歩きかるた』平成28年

・澤村英仁『「やくしみち」はどこに立っていたのか
木下川薬師への道ウォーキング』平成29年



石戸暉久氏画


